




５．議決権の行使等についてのご案内
⑴　インターネットにより議決権を行使される場合のお手続き等について
①　お手続きは







第１号議案 定款一部変更の件

（定款一部変更の理由）
取締役会の議長は、取締役会長の職務としておりましたが、取締役会議長を社外取締役から選定するととも
に、取締役会長および取締役副会長の職を廃止するため、定款第20条、第21条、第25条の変更を行なうもの
であります。
本議案に係る定款変更は、本定時株主総会終結の時をもって効緑 亻槗勗
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候補者
番　号











ট
ू
͝
௨
஌





ট
ू
͝
௨
஌

候補者
番　号 ４

いしかわ
石川
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＜ご参考　当社の「取締役候補者指名にあたっての考え方」および「独立役員の基準」＞
　第２号議案から第４号議案に上程しております各候補者の指名にあたっては、取締役会において、当社の「取
締役候補者指名にあたっての考え方」および「独立役員の基準」を充足するか否かをもとに指名の審議・承認
を行ないました。



【独立役員の基準】
当社の社外取締役（監査等委員である社外取締役を含む。）は、以下の要件のいずれにも該当しない場合に、独立
性を有するものとします。ただし、L）は監査等委員である社外取締役についてのみ適用されるものとします。









・本件不適切行為が早期発見に至らなかったガバナンス上の要因として、過去に本件不適切行為と類似の行為が
発覚した際に当社経営陣が抜本的な対応を行なわなかったことや、事業部門内における監査が十分に行き届い
ていなかったこと

2）バランスを欠いた工場運営と社員の品質コンプライアンス意識の低下
・工程能力に見合わない顧客仕様等に基づく製品の製造、受注の獲得と納期の達成を至上命題とする生産・納期
優先の風土があったこと

・事業部門を横断した人事交流や人事異動がほとんど存在しない閉鎖的な組織、適切な教育・研修や懲戒処分が
行なわれてこなかったこと









③　生産量、受注および持Ž 4 ゜
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⑸　主要な事業内容（



⑹　主要な営業所および工場（平成30年３月31日現在）
本 社 神戸（本店）、東京
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会社名〔本社所在地〕 資 本 金 議決権比率ï％ð 主 要 な 事 業 内 容
Kobelco Construction Equipment
India Pvt. Ltd.〔インド〕※1 3,312百万インドルピー 96.98 建設機械の製造、販売、サービス

株式会社コベルコパワー神戸〔神戸市〕 3,000百万円 100.00 電力卸供給

株式会社コベルコパワー真岡
〔栃木県真岡市〕 600百万円 100.00 電力卸供給

神鋼苗

神,001¸万円 神00.00

E

電10百万円電00.00神00V0\0Ì1¹

1�会 社 名 〔 本 社 所 在 地 〕 儒 º Y «
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3.会社役員に関する事項
⑴　取締役（平成30年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当・重要な兼職の状況
取締役会長兼社長
（代表取締役） 川 崎 　 博 也



（注）１．取締役北畑隆生、取締役馬場宏之、取締役沖本隆史、取締役宮田賀生および取締役千森秀郎の５氏は、会社法第２条第15
号に定める社外取締役であります。

（注）２．当社は、取締役北畑隆生、取締役馬場宏之、取締役沖本隆史、取締役宮田賀生および取締役千森秀郎の５氏を、独立役員

（注）

亠．当社は▲极
（注〔ÖＩ．当社ﾐ勺環





地 位 氏 名
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4.会計監査人に関する事項



5.会社の体制および方針
⑴　当社の企業統治の体制
需要分野、事業環境、商流、規模などが異なる広範囲なセグメントによる複合経営を進め、そのシナジー
効果を発揮させることが当社の企業価値の源泉であり、持続的成長の礎となる技術開発やイノベーションの
追求は、現場と一体となった議論無くしては達成できないと当社は考えています。
さらに、複合経営の推進には、多岐にわたる事業に対するリスク管理や経営資源の分配などにつき、活発
な議論や適切な意思決定を行なうと同時に、機動的な業務執行の監督を取締役会が行なうことが必要であり、
そのためには、監督と執行を完全には分離せず、業務執行側に対する正しい理解を持ったメンバーが取締役
会に参画することが望ましいと考えています。
こうした考えのもと、機関設計として、監督と執行を完全には分離しない一方、当社の幅広い事業に対す
る充実した監査の実施、監督機能の維持｠ ぴ、当営の裾設るこ思決定を推┭ヱ、進ーこめに監督の進 社
こ社の幅締役
こエ事施免な業論や維峲 し岐 参な た考のでして、ます。
追を取る仏券にこめには、監の輨幅 し àど ゥ適 伝取軒Ｅに６るこク的が管ㇻ箕るが実嘆ゥ発よ霢
こ錯め監督の 姿駐に纂監社の そ会 Ļ 維督の 姿駐進 ちそのシし∬Ｅ 発の輨締役
な技望 執紋エ仔ざ、ます。望当社の簸監る仏 し 望 らけ監督の能の望をめらけこるしJ なの取締役会して、浬゛締役
な能諃
そ よに寺 免縕ー≦バク昨惰 進ーこ な可仔甘蜙バ幅ぇノ要バク進バ墠るこ締役
こ鮭浬゛締役





⑵　業務の適正を確保するための体制
当社の業務の適正を確保するための体制に関する基本方針
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※ 「中長期経営ビジョン『KOBELCO VISION“G＋”』」の内容の詳細は、当社ホームページ（http://www.kobelco.co.jp）
プレスリリース欄 平成28年４月５日付「2016～2020年度グループ中期経営計画について」をご覧ください。

(ⅱ)コーポレートガバナンス（企業統治）の強化による企業価値向上への取組み
当社は、継続的に企業価値を向上させるためには、コーポレートガバナンスの強化が必要であると考えて
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貸借対照表（平成30年３月31日現在）
（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資　産　の　部 負　債　の　部

流 動 資 産
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損益計算書（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）



連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
独立監査人の監査報告書

平成30年５月９日
株式会社 神　戸　製　鋼　所
代表取締役社長 山　口　貢　殿

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 原 田 大 輔㊞
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２．監査の結果




